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    「
僕
は
大
学
入
学
が
69
年
な
ん
で
す

よ
。
い
わ
ゆ
る
学
園
紛
争
が
一
番
華

や
か
だ
っ
た
頃
で
、
ほ
と
ん
ど
の
大

学
が
ス
ト
ラ
イ
キ
中
だ
っ
た
。
正
式

な
入
学
式
も
な
く
、
バ
リ
ケ
ー
ド
で

封
鎖
さ
れ
た
大
学
へ
行
っ
た
ら
、
立

て
看
板
に
大
き
く
『
世
界
革
命
』
と

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
大
学
に
入
っ

て
最
初
に
出
会
っ
た
言
葉
で
す
」。 

　

そ
の
言
葉
と
対
面
し
て
、
体
温
が

上
が
っ
た
と
い
う
高
橋
さ
ん
。
圧
力

の
高
い
言
葉
が
日
常
的
だ
っ
た
時
代

な
の
で
、ギ
ャ
ッ
プ
と
い
う
よ
り「
よ

く
や
る
な
ぁ
」
と
仲
間
を
讃
え
る
気

持
ち
に
な
っ
た
と
い
う
。 

 

「
当
時
は
学
生
運
動
も
盛
ん
で
、
学

生
た
ち
が
ビ
ラ
を
配
る
わ
け
で
す

が
、
明
日
に
で
も
世
界
革
命
が
起
こ

る
か
の
よ
う
な
、
現
実
離
れ
し
た
言

葉
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。今
と
な
っ

て
は『
K
Y（
空
気
が
読
め
な
い
）』な

ん
だ
け
ど
。
い
ま
『
世
界
革
命
』
な

ん
て
貼
っ
て
あ
っ
た
ら
、
頭
が
お
か

し
い
と
思
わ
れ
ま
す
よ
ね
」。 

　

今
の
若
い
人
た
ち
の
多
く
は
、
言

葉
の
温
度
が
低
い
。
空
気
を
読
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
時
代
だ
か
ら
、
高

橋
さ
ん
の
よ
う
に
テ
ン
シ
ョ
ン
の
高

い
言
葉
に
慣
れ
て
い
る
人
は
、
空
気

を
読
め
な
い
人
と
言
わ
れ
て
し
ま

う
。
世
の
中
の
温
度
が
高
け
れ
ば
、

話
し
手
と
受
け
手
の
境
界
は
溶
け
て

し
ま
う
が
、
温
度
が
低
い
と
言
葉
は

固
ま
っ
て
動
か
な
い
の
だ
。 

 

「
当
時
は
『
空
気
を
入
れ
る
』
と
い

Genichiro Takahashi

高橋源一郎

作家。1951年広島県尾道市生
まれ。1981年『さようなら、ギャン
グたち』で群像新人長編小説
賞優秀賞を受賞して小説家
デビュー。著書多数。 

「書物は青年時代における道案内であ
り、成人になってからは娯楽である」
────────コリアー（思想家） 

辛いときや悲しいとき、あるいは嬉し

いときに、普段気にもとめない言葉に

ハッとしてしまうことはありませんか。

そんなときは、書物だけでなく映画や

音楽、身近な人の一言などに対して

自分なりの意味を見つける力が働く

ものです。そんなときに出会った言葉

は、時が過ぎても忘れることなくあなた

だけの宝物として残り続けるでしょう。

大学時代にいろんな言葉を知り、感

じ、考えた分だけ、言葉を楽しめる大

人になれるのかもしれません。 

う
言
葉
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
元
気
が

な
い
停
滞
し
た
状
態
に
空
気
を
入
れ

る
と
い
う
意
味
で
、
大
き
な
闘
争
を

組
ん
で
み
ん
な
に
や
る
気
を
出
さ
せ

る
と
か
、ね
。
昔
は
空
気
を
読
め
な

く
て
も
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
。
だ

か
ら
パ
ワ
ー
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

今
は
少
し
読
み
す
ぎ
な
ん
で
す
よ
」。 

 

「
空
気
」
な
ん
て
い
う
も
の
は
、
ど

こ
に
も
書
い
て
い
な
い
。
け
れ
ど
テ

レ
ビ
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
誰
か
を
バ

ッ
シ
ン
グ
し
始
め
る
と
、
誰
も
が
非

難
し
な
い
と
い
け
な
い
よ
う
な
空
気

が
流
れ
る
。「
誰
か
が
『
そ
ん
な
の

関
係
ね
ぇ
！
』
っ
て
空
気
を
入
れ
た

ら
、
言
葉
は
動
い
て
い
く
の
に
ね
」

と
高
橋
さ
ん
は
言
う
。 

    

「
今
の
子
は
み
ん
な
、携
帯
メ
ー
ル
で

顔
文
字
と
か（
笑
）を
使
う
で
し
ょ
。

絵
文
字
と
い
う
の
は
ま
さ
に『
空
気
』

な
ん
で
す
。
だ
か
ら
メ
ー
ル
で
も
空

気
を
読
ん
で
い
る
。
相
手
が
怒
っ
て

い
る
の
か
笑
っ
て
い
る
の
か
、
絵
文

字
が
な
け
れ
ば
読
め
な
い
か
ら
。
も

し
も
顔
文
字
禁
止
法
と
い
う
の
が
で

き
た
ら
、み
ん
な
が
疑
心
暗
鬼
に
な
っ

て
、
日
本
の
社
会
は
崩
壊
し
ち
ゃ
う

ん
じ
ゃ
な
い
？
」。 

　

高
橋
さ
ん
の
学
生
時
代
、
テ
ン
シ

ョ
ン
の
高
い
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い

た
頃
は
、
顔
文
字
の
よ
う
な
ふ
わ
ふ

わ
し
た
「
言
葉
」
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
は
時
代
は
動
か
な
か
っ
た
の

だ
。「
だ
っ
て
変
で
し
ょ
。『
革
命
や

る
ぞ
（
笑
）』
だ
な
ん
て
（
笑
）」。 

絵
文
字
が
な
け
れ
ば 

愛
の
告
白
も
で
き
ま
せ
ん
。 

温
度
の
低
い
時
代
に
お
い
て
、 

熱
い
言
葉
は「
K
Y
」な
の
で
す
。 

高橋源一郎さん、 
言葉の力について教えてください。 

Interview

作家・高橋源一郎さんが学生だった頃は、言葉の温度が熱かった。 
テンションの高い言葉があふれ、そこから刺激とパワーをもらった。 
言葉がふやけてしまったこの時代。若者たちよ、空気を読まずに言葉を読め！ 

言葉を紡ぐ 
ということ。 
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あなたのコトノハ、教えてください。 
Interview with Teachers & Students.

勇気をくれた強い言葉や、生き方を変えてくれた素敵な言葉。 
心に響く大切な言葉は、人の数だけ存在します。 
みんなが胸に秘めている、そんな「タカラコトバ」をこっそり教えてもらいました。 

    
「
幼
少
の
頃
、
父
親
が
よ
く
言
っ
て

い
た
の
が
『
冬
来
た
り
な
ば
、
春
遠

か
ら
じ
』
で
す
。『
悪
い
こ
と
は
い

つ
ま
で
も
続
か
な
い
』
と
い
う
意
味

で
す
が
、
苦
し
い
と
き
に
支
え
に

な
っ
て
く
れ
ま
し
た
」と
坂
梨
先
生
。

今
で
も
時
折
思
い
出
し
て
は
、
学
生

に
贈
る
こ
と
も
あ
る
言
葉
だ
。 

　

一
方
で
、
先
生
が
日
本
語
の
研
究

者
と
し
て
の
道
へ
進
む
き
っ
か
け
を

作
っ
た
の
は
お
兄
さ
ん
だ
っ
た
。 

 

「
小
学
生
の
頃
、兄
が
『
走
ら
な
い
、

走
り
ま
す
、
走
る
…
』と『
走
』の
後

ろ
に
つ
く
文
字
が
〝
ら
り
る
れ
ろ
〞

に
な
っ
て
い
る
と
教
え
て
く
れ
た
こ

と
か
ら
、
言
葉
の
規
則
的
な
変
化
に

興
味
を
持
ち
始
め
た
ん
で
す
」。 

　

で
は
伝
達
す
る
た
め
の「
ツ
ー
ル
」

に
関
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
近
年
主

流
に
な
っ
て
い
る
メ
ー
ル
に
関
し
て

の
印
象
を
聞
く
と
、「
修
正
も
簡
単

で
、
相
手
の
邪
魔
に
も
な
ら
な
い
の

で
私
も
よ
く
活
用
し
ま
す
」
と
意
外

な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。 

　

し
か
し
、
言
葉
を
伝
え
る
手
段
が

何
で
あ
れ
、
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な

い
の
は
〝
あ
い
さ
つ
〞
で
あ
る
、
と

先
生
は
言
う
。「
言
葉
そ
の
も
の
に

意
味
は
な
い
け
れ
ど
、
最
も
美
し
い

日
本
語
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
」。 

　

言
葉
も
、
伝
え
る
手
段
も
、
生
き

物
の
よ
う
に
変
化
す
る
。
本
来
の
美

し
さ
を
愛
で
つ
つ
時
代
の
変
化
に
身

を
任
せ
る
の
も
、
言
葉
の
楽
し
み
方

の
ひ
と
つ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

金子みすゞ  童謡集　「大漁」
「イワシが獲れて浜ではお祝いをしていますが、海の
底ではお葬式。楽しいものばかり見てしまいがちで
すが、視点を変えることで別の見方ができる詩です」 

坂村真民詩集　「二度とない人生だから」
「小さく目立たず、弱いものにも愛情を注いでいこう
ということを詠んだ詩です。坂村真民の詩には、深
いところにも仏教の思想が表れています」 

僕以外はみんな先生。 
大切にしようと心がけています。 
この言葉は、守さんが高校を卒業するとき担

任の先生が皆に贈ってくれた。「自分以外は

みんな師匠だから大切に。そして自分は人に

何かを教えてあげられるようになりなさい、

と言われたんです」。それ以来彼は、接客の

アルバイトの際にもお客様に喜んでもらうこ

とを一番に考えながら動くようにしていると

いう。「ありがとうという言葉をもらえたと

きが一番うれしいですね」。先生からのはな

むけが、人との接し方を教えてくれたようだ。 

我以外皆我師也
吉川英治

子どもながらに感動して以来、 
ずっと好きな言葉です。 
アメリカのシンガー R.Kelly のこの曲は、引

退したマイケル・ジョーダンが復活するとき

にできたもの。「バスケを始めた小学5年生

のときに出会い、その意味に感動して力がわ

いてきたんです」と松本さん。当時は英語の

意味がわからずご両親に聞いたそうだが、今

ではすっかり英語のとりこ。日本語にない独

特な熟語の面白さに魅了され、英会話の学習

に励んでいる。目標は、英語を使う仕事に就

くこと。必ず翔べると信じて頑張る毎日だ。 

I Believe I can fly. 
R.Kelly

おじさんから受け継いだのは、 
「とにかくやっちゃえ！精神」です。 
高校卒業後、一度就職をした小原さん。進路

で悩んでいた時期、知り合いのおじさんにも

らったのがこの言葉だ。チャンスの女神が前

からやってきたとき、前髪をつかまないと逃

してしまうよ、と。「言葉に背中を押され、大

学に入学しました。漠然と夢見ていた教師の

免許を取得することができそうでうれしい」。

春からは、特別支援学校への就職が決まって

いる。彼女なら夢を叶えても次の目標を見つ

け、それに向かってまた努力し始めるだろう。 

 
幸運の女神は前髪しかない 

西洋のことわざ

やろうと思ったことは、何でも 
トライしてみようと思いました。 
「ファッション雑誌のインタビューページで、

この言葉に出会いました」と思い出す田畑さ

ん。淡々と過ぎる日常に疑問を感じていた彼

女は心を動かされ、それをきっかけにサーク

ルへ参加したり、学生スタッフに登録したり

と行動的になった。結果友達も増え、いろい

ろなことがプラスにつながったという。「失

敗してもそれを繰り返さなければいいから」

と笑う彼女。何気なくめくった雑誌の中に落

ちていた言葉が、彼女の原点になっている。 

 
やらずに後悔より、やって後悔 

某ファッション雑誌

今の自分を導いてくれた 
大切なフレーズです。 
例えば野球で100 本ホームランを打とうと

思っても、打席に立たないと始まらない。「そ

れで1本しか打てなかったとしても、徐々に

積み重ねていけばいい。とにかく一度やって

みろ、と恩師に教えられました」と本郷先生。

その言葉に導かれ、今はスポーツトレーナー

の仕事に就きながら教壇に立っている。今度

は学生に自分の言葉を残す番だ。「経験から

得たものは全部伝えたい。各々が感じたこと

を、自分のものにしてくれたらと思います」。 

 
行動しなけりゃ始まらない 

高校時代の恩師

私にとって音楽は元気の源。 
幼い頃からいつも救われています。 
 「この言葉をCMで初めて聞いたとき、自分

のことだ！って思ったんです」と語るのは、

中学～大学まで10年間吹奏楽部に所属して

いたという酒寄さん。彼女は聴く・歌う・演

奏することのすべてが大好きで、小さい頃か

ら周りには常に音楽があったという。かつて

の担当楽器はフルート。演奏する機会がなく

なった今でも、朝起きてから寝るまで変わら

ずそばに音楽がある。自分を表す言葉との出

会いは、偶然訪れるものなのかもしれない。 

NO MUSIC, NO LIFE 
Tower Record

父
親
の一
言
は
、私
の
心
に 

今
も
生
き
続
け
て
い
ま
す
。 

Teacher’s Recommendation

守  雄市さん  Yuichi Mori 

頭に「まあ」とつけてから話す
クセがあります。無意識のうち
に、会話に自分なりのリズムを
つけているのかもしれません。 

経済学部 経済学科 3年 

田畑久美子さん  Kumiko Tabata

友達だからこそ言えること、と
いうのもあると思います。思っ
たことを素直に口に出せる関係
が理想ですね。 

文学部 教育学科教育学専攻 ２年 

本郷仁吾先生  Jingo Hongo

選手の負傷時は、リラックスさ
せるべきか、一緒に笑うべきか、
言い方を含めてかける言葉にも
気を遣います。 

医療技術学部スポーツ医療学科准教授 

酒寄美和さん  Miwa Sakayori

人と話すときは、なるべく丁寧
に話すよう心がけています。正
しい日本語って、意外と難しい
んですよね。 

八王子キャンパス教務グループ職員 

小原由起さん  Yuki Kohara

 
教育実習で小学校に行った時、
子どもたちに知らない言葉をど
う伝えるかで苦労しましたね。 

文学部教育学科初等教育学専攻 
初等教育コース4年 

松本大里さん           Dairi Matsumoto

伝えたい気持ちが前に行き過ぎ
て、うまく言葉が出てこないこ
とがあります。頭の中では整理
できているのに、不思議ですね。 

文学部 心理学科 1年 

坂梨隆三先生  Ryozo Sakanashi

私の出身地、熊本県には『肥後
もっこす』という言葉がありま
す。「正しいと思うことを貫き
通す人」という意味ですが、私
にもそういう頑固なところがあ
るかもしれませんね。 

文学部 日本文化学科 教授 

め 
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言葉を読む・言葉を聴く 
Search for “Your Word”

誰かと話すことは楽しい。誰かとメールすることは楽しい。 
自分の言葉を使ってのコミュニケーションだから楽しい。 

その言葉と同じように素晴らしい言葉たちが、 
昔の文学や映画や音楽にもあるんです。もしかしたら 

そこに登場する言葉が、あなたの新しい言葉になるかもしれない……。 
ここでは珠玉の言葉が散りばめられた作品の数々を紹介します。 

さまざまなモノへの惜別の想いを
歌い続けた天才詩人の詩編。甘く
はかない言葉が胸に染みる。 

主人公桜木が高校を舞台にバス
ケットマン、そしてひとりの人間とし
て成長していく青春マンガの傑作。 

19人が冬のロンドンで織りなす愛
の物語。それぞれの物語ごとに印
象的な言葉が散りばめられている。 

「君が愛してくれなくても、 
僕はずっと君を愛し続ける」 

（リチャード・カーティス / 竹書房刊） 
P224より抜粋 

ラブ・アクチュアリー 

どこまでも純粋な主人公フォレス
ト・ガンプの半生を、時代を象徴
する事件とともに綴る物語。 

「人生はチョコレートボックス。 
食べてみないと中身は分からない」 

（ウィンストン・グルーム原作 / 東宝） 
映画パンフレット４Pより抜粋 

フォレスト・ガンプ 

何回死んでも生き返る不思議なね
この物語。最後の場面では、生き
ることの大切さが胸に染みる。 

「ねこは もう、けっして 
生きかえりませんでした」 

（佐野洋子 / 講談社刊）P30より抜粋 
１００万回生きたねこ 

青春時代の劣等感をテーマに、熱
いパンクロックが炸裂する。飾り
気のない言葉が胸を打つ。 

「ドブネズミみたいに、 
美しくなりたい」 

（THE BLUE HEARTS / meldac） 
JASRAC 出0717718-701 

THE BLUE HEARTS 

キューバ音楽の巨星たちを追った
ドキュメンタリー。老ミュージシャ
ンの含蓄のある言葉に納得。 

15 歳でチベットの最高指導者とな
り、ノーベル平和賞を受賞したダライ・
ラマ14世の言葉はどこまでも深い。 

「人生の目的は、 
幸せになることです。」 

（ダライ・ラマ１４世 / イーストプレス刊） 
P17より抜粋 

抱くことば 

フォト・エディター田中凛太郎が
収集した古着の数々を紹介。自由
を愛する著者の熱い言葉が響く。 

「どことん好きにやってみよう。 
俺には“自由”があるんだ」 

（田中凛太郎 / cycleman books） 
P00より抜粋 

My Freedamn! １～６ 

不朽の名作「ドラえもん」には、ピュ
アな感動を呼ぶ言葉が数多い。中
でもこの作品は人気が高い。 

「満ち足りた日々の思い出こそ、 
君からの最高の贈り物だったんだ」 

（藤子・F・不二雄 / 小学館刊）P97より抜粋 
 

のび太の結婚前夜 

「永遠に夏を追いかけたい」というサー
ファーの永遠の夢を体現した名作ド
キュメンタリーには数多くの名言が。 

「波を求めて、 
４日もかけて何千キロも走る」 

（ブルース・ブラウン） 
 

エンドレスサマー リビジテッド 

ロックバンド“ニルウ ァ゙ーナ”の
ボーカリストとして、時代の代弁者
だった彼の魂の軌跡。 

「俺に正当な分け前をくれよ。 
俺にふさわしい報酬をくれよ」 

（カート・コバーン / rockin’on刊） 
120Pより抜粋 

JOURNALS 

人気ロックバンド“サケロック”星
野源の言葉が、写真家平野太呂の
せつない写真に溶けてゆく。 

「せかいはひとつになれない。 
そのままどこかへいこう」 

（星野源・平野太呂 / リトルモア刊） 
P6より抜粋 

ばらばら 

革命家であり、数々の印象的な言
葉の残したチェ・ゲバラの生涯を
自筆文章で綴るドキュメンタリー。 

「毎日を情熱の日々に変えたい 
という願いによって」 

（ビクトル・カウサス編 / 原書房） 
P255より抜粋 

チェ・ゲバラ わが人生 てんとう虫コミックスアニメ版 

 

「幾時代かがありまして 
茶色い戦争がありました」 

（中原中也著 / 新潮文庫刊）P17より抜粋 
中原中也詩集 

「あきらめたら、 
そこで試合終了ですよ…」 

（井上雅彦 / 集英社刊）27巻より抜粋 
SLUM DUNK 

「正直言ってNYは初めてなんだ。 
昔からこの街に憧れてた」 

（ヴィム・ヴェンダース監督） 
ブエナ・ビスタ・ソシアル・クラブ 
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（左ページ写真）学生が思い思
いのスタイルで過ごすラウンジで
は、本当に多くの学生が携帯を使
ってメールをしています。休講のお
知らせから、大切な人からのメール
まで、携帯が誰かと誰かの言葉を
繋いでいます。 

   　

帝
京
大
学
文
学
部
社
会
学
科
准
教

授
の
丹
野
清
和
先
生
は
、
携
帯
メ
ー

ル
は「
話
し
言
葉
」と「
書
き
言
葉
」の

中
間
的
な
位
置
に
あ
る
と
分
析
す
る
。 

 

「
話
し
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
は
、
言
葉
の
他
に
声
の
大

き
さ
や
抑
揚
な
ど
が
含
ま
れ
る
た

め
、
書
き
言
葉
よ
り
も
多
く
の
情
報

を
得
ら
れ
ま
す
。
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ら
、
表
情
や
身
振
り
手
振

り
な
ど
が
加
わ
り
さ
ら
に
多
く
の
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。一
方
、

書
き
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
は
言
葉
そ
の
も
の
に
は
文
字
と

し
て
の
要
素
し
か
含
ま
れ
な
い
の
で

す
が
、
表
現
が
練
り
上
げ
ら
れ
、
事

務
的
な
内
容
を
伝
え
る
手
段
と
し
て

と
て
も
確
実
性
が
高
い
。
こ
れ
が
携

帯
メ
ー
ル
の
場
合
、
フ
ォ
ン
ト
や
文

字
色
な
ど
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
場

合
に
よ
っ
て
は
話
し
言
葉
よ
り
も
強

い
印
象
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
従
っ
て
、
絵
文
字
や
デ
コ
メ
、

写
メ
ー
ル
な
ど
を
使
っ
て
臨
場
感
を

出
し
、
メ
ー
ル
に
生
身
の
世
界
が
入

り
込
め
ば
携
帯

メ
ー
ル
は
〝
話
し

言
葉
〞
に
近
く
、

事
務
的
な
内
容
を

正
確
に
伝
え
る
手

段
と
し
て
使
え
ば

〝
書
き
言
葉
〞
に

近
く
な
る
。
携
帯

メ
ー
ル
は
、
話
し

言
葉
の
気
楽
さ
と

書
き
言
葉
の
事
務
的
な
要
素
を
両
方

含
み
、
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
を
お

互
い
に
補
完
し
あ
っ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
」。 

　

と
い
う
先
生
の
言
葉
通
り
、
携
帯

メ
ー
ル
と
い
う
の
は
、
様
々
な
制
限

が
あ
る
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
、あ
る
意

味
で
非
常
に
自
由
で
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
と
い
え
る

だ
ろ
う
。 

　

今
回
学
生
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

携
帯
メ
ー
ル
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、「
合
格
お
め
で
と
う
」「
誕

生
日
お
め
で
と
う
」
な
ど
の
、
日
常

生
活
の
中
で
の
記
念
日
や
、
幸
せ
な

瞬
間
に
届
く
お
祝
い
メ
ー
ル
が
最
も

印
象
に
残
っ
た
と
い
う
回
答
が
圧
倒

的
に
多
か
っ
た
。
意
外
だ
が
、
長
い

文
章
を
書
き
つ
ら
ね
た
メ
ー
ル
よ
り

も
、
日
々
の
ふ
と
し
た
瞬
間
に
届
く

短
い
セ
ン
テ
ン
ス
の
メ
ー
ル
の
方
が

ず
っ
と
心
に
残
る
と
い
う
こ
と
だ
。

つ
ま
り
、
多
く
の
学
生
に
と
っ
て
、

携
帯
メ
ー
ル
は
文
面
そ
の
も
の
よ
り

も
送
ら
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の
方
が
重

要
で
あ
り
、
意
思
伝
達
の
タ
イ
ミ
ン

グ
次
第
で
、
相
手
の
心
に
深
く
響
く

印
象
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手

段
と
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
だ
。 

　

電
話
を
か
け
る
ま
で
も
な
い
よ
う

な
些
細
な
事
、
面
と
向
か
っ
て
は
言

い
づ
ら
い
よ
う
な
事
だ
け
れ
ど
、
気

持
ち
は
き
ち
ん
と
伝
え
た
い
。
送
る

側
は
、
そ
う
い
う
時
に
電
話
で
も
手

紙
で
も
な
く
、
携
帯
メ
ー
ル
を
選
択

す
る
。
そ
し
て
メ
ー
ル
を
受
け
取
っ

た
側
は
、
そ
の
内
容
よ
り
も
、
誰
か 

が
自
分
の
存
在
を
き
ち
ん
と
覚
え
て 

            
い
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
深

い
喜
び
を
感
じ
る
。
凝
縮
さ
れ
た
短

い
言
葉
の
や
り
と
り
に
、
送
る
側
、

送
ら
れ
る
側
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
が

つ
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
こ
に
、

押
し
付
け
が
ま
し
さ
が
な
い
と
い
う

こ
と
。
そ
れ
が
携
帯
メ
ー
ル
の
最
も

優
れ
た
特
徴
か
も
し
れ
な
い
。 

　

誰
も
が
、
他
の
誰
か
と
想
い
を
分

か
ち
合
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。で
も
、

そ
の
気
持
ち
は
な
か
な
か
う
ま
く
表

現
で
き
な
い
も
の
。
そ
ん
な
時
は
、

携
帯
メ
ー
ル
で
気
持
ち
を
伝
え
て
み

る
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。 

　

デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
急
速

な
進
化
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
希
薄
に
な
っ
た
と
否
定
的
な
見
解

を
持
つ
人
も
多
い
が
、
そ
れ
は
見
当

違
い
。
携
帯
メ
ー
ル
は
、
使
い
方
に

よ
っ
て
は
今
ま
で
よ
り
さ
ら
に
温
か

で
優
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

育
む
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。 

　

ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
と
手

段
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
結
局
の

と
こ
ろ
「
ツ
ー
ル
」
は
使
い
方
次
第

と
い
え
よ
う
。 

携
帯
メ
ー
ル
は
自
由
で
新
し
い 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段 

携帯メールが、 
新しい言葉のカタチを作ります。 

What is “Mobile Mail” ? 

いまや私たちの生活に欠かせないツールのひとつになった携帯電話。 
中でも携帯メールの存在は、事務的な内容を伝達したいときから、 
自分の気持ちをそっと伝えたいときまで、誰かと自分を気軽に 
つないでくれるコミュニケーションの手段として、本当に多くの人々に 
受け入れられてきました。人と人とのコミュニケーションや言葉のあり方 
そのものに新たな形を生みだす、携帯メールの可能性に迫ります。 

こ
の
ま
ま
、 

ず
っ
と
ず
っ
と 

友
達
で
い
ら
れ
た
ら 

い
い
よ
ね
。 

自 分 が 信じた道を、 

自分 が 思 う 通 り に  

進 んで い け ば  

い いと 思 う よ。 

い つもあ り が と う。 

さ り げ ない メール に  

た くさん 元 気  

も ら っ て る よ 。 
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2008年、３年ぶりに箱根駅伝への出場を果たした帝京大学駅伝競走部。 
ここまでくるには、毎日のハードな練習はもちろん、「仲間を信じて待つ」という 
目には見えないチームワークも要求された。この大舞台を経験したことで選手たちは 
きっとひと回り成長し、また新たなスタート地点に立つことができるだろう。 
 

 

 
 

EKIDENRACE
HACHIOJI CAMPUS

や っ ぱ り 
が 、 

一 番 で す 

Good Fellows.

                      　

今
回
の
箱
根
は
、
大
学
最
終
年
に

チ
ャ
ン
ス
を
掴
ん
だ
4
年
生
に
と

っ
て
は
特
に
、
思
い
入
れ
の
強
い
も

の
。
一
つ
で
も
上
を
狙
い
た
い
、
そ

ん
な
思
い
は
、
当
然
、
あ
る
。 

 

「
一
区
間
20
キ
ロ
前
後
の
距
離
を
一

人
で
戦
う
箱
根
。
走
っ
て
い
る
と
き

は
孤
独
で
す
。
で
も
、
中
継
所
で
待

っ
て
い
る
選
手
の
た
め
に
、
た
す
き

を
繋
ぎ
た
い
」。（
田
部
貴
之
さ
ん
） 

　

彼
ら
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
の
は 

 

「
い
か
に
自
分
の
走
り
が
で
き
る

か
」、
そ
し
て
「
い
か
に
そ
れ
を
チ

ー
ム
と
し
て
の
結
果
に
繋
げ
ら
れ

る
か
」
な
の
だ
。 

　

一
方
で
、
彼
ら
は
み
ん
な
、「
自
分

自
身
が
強
く
な
ろ
う
と
い
う
意
志
を

持
っ
て
い
る
」
ラ
イ
バ
ル
同
士
で
も

あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
栄
養
管
理
や

普
段
の
練
習
も
自
己
管
理
が
基
本
。

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
役
割
を
果
た

す
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
自
ら
の
意

志
で
実
行
し
て
い
く
。
す
べ
て
は
、

自
分
が
少
し
で
も
速
く
な
り
た
い
と

い
う
思
い
と
、
大
学
の
名
前
の
入
っ

た
た
す
き
を
繋
い
で
い
く
と
い
う
責

任
感
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。 

　

自
由
な
よ
う
で
い
て
、
チ
ー
ム
と

し
て
の
団
結
力
も
試
さ
れ
る
、
駅
伝

と
い
う
競
技
の
難
し
さ
。
し
か
し
、

選
手
に
そ
の
魅
力
を
尋
ね
て
み
れ

ば
、
返
っ
て
く
る
の
は
な
ん
と
も

清
々
し
い
答
え
だ
っ
た
。 

 

「
駅
伝
は
、
自
分
の
走
り
で
チ
ー
ム

に
貢
献
し
て
い
く
楽
し
さ
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
る
け

ど
、
そ
れ
を
い
か
に
面
白
く
感
じ
る

か
が
大
切
。
そ
こ
に
は
、
苦
し
み
な

が
ら
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
が
結
果
と

し
て
ち
ゃ
ん
と
現
れ
る
と
い
う
達
成

感
も
あ
り
ま
す
」。（
小
田
鎌
徳
さ
ん
） 

　

こ
の
号
が
出
る
こ
ろ
に
は
も
う
、

箱
根
駅
伝
の
結
果
は
出
て
い
る
。
彼

ら
は
「
成
し
遂
げ
る
喜
び
」
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。 

Teikyo Univ.  EKIDEN Race Club

帝京大学駅伝競走部

今回話をしてくれたのは、田部
貴之さん、小田鎌徳さん、大脇
佑介さん、の4年生 3 人。卒業後
に進む道はバラバラでも、共通
するのは「走り続けたい」という
想い。彼らにとって箱根は、この
4年間の集大成となったはずだ。 
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い ま 、 
や っ 

て る ? 
 

 

  

 

や っ ぱ 

一 番 で 

り 

す 
が 、 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
っ
て
、ど
の
く
ら
い
怖
い
ん
で
す
か
？ 

冬
に
な
る
と
毎
年
気
に
な
る
の
が
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
。 

で
も
、た
だ
戦
々
恐
々
と
し
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
か
ら
、こ
の
機
会
に
そ
の
予
防
策
と
対
処
法
を 

し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。先
生
に
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
基
本
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

充
分
睡
眠
を
と
っ
て
い
れ
ば
、そ
れ
ほ
ど
怖
が
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

感
染
者
が
増
え
る
の
は

や
は
り
冬
で
す
か
？

ど
う
し
た
ら

予
防
で
き
ま
す
か
？

も
し
感
染
し
て
し
ま
っ
た
ら

ど
う
す
れ
ば
い
い
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に 

特
徴
的
な
症
状
は
？ 

学
生
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を 

お
願
い
し
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、先
生
の 

休
日
の
過
ご
し
方
は
？ 

   
Dr.
：
寒
気
、
震
え
、
全
身
の
関
節

痛
、
高
熱
…
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

症
状
が
、
今
ま
で
元
気
だ
っ
た
人

に
突
然
出
る
の
も
特
徴
で
す
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
肺
炎
に
な
る

可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
原
則
的

に
は
、
そ
れ
自
体
で
命
を
お
と
す

よ
う
な
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

   
Dr.
：
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
冬
に
よ

く
流
行
す
る
の
は
、
そ
の
ウ
イ
ル

ス
が
、
乾
燥
し
て
い
る
空
気
中
で

広
が
り
や
す
く
、
低
温
に
強
い
た

め
。
だ
か
ら
「
熱
は
悪
い
も
の
」

と
い
う
考
え
で
解
熱
剤
を
使
い
す

ぎ
る
と
、
逆
に
ウ
イ
ル
ス
が
増
え

て
し
ま
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
苦

し
く
て
食
事
も
で
き
な
い
く
ら
い

な
ら
使
っ
て
も
い
い
の
で
す
が
…
。 

   
Dr.
：
ま
ず
は
常
に
抵
抗
力
を
保
つ

こ
と
。
睡
眠
を
充
分
と
り
ま
し
ょ

う
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
経

路
は
口
か
ら
飛
ぶ
唾
な
の
で
、
マ

ス
ク
の
装
着
と
手
洗
い
・
う
が
い

が
大
切
で
す
。
飛
沫
は
粒
子
が
少

し
大
き
い
の
で
市
販
の
マ
ス
ク
で

対
応
で
き
ま
す
。
基
本
的
な
予
防

法
は
風
邪
と
同
じ
な
ん
で
す
。 

   
Dr.
：
と
に
か
く
、
休
む
こ
と
！　

学
校
法
で
は
、
発
症
し
て
4
〜
5

日
で
治
ま
っ
て
も
ウ
イ
ル
ス
は
ま

だ
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
解
熱

後
2
日
間
の
自
宅
療
養
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
、
最
初
に
か
か
っ
た
人
が
ど
う

す
る
か
が
大
事
。
普
段
は
真
面
目

な
人
も
、
決
し
て
無
理
を
し
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

   
Dr.
：
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、
自
然
の

中
で
身
体
を
動
か
す
の
が
好
き
で

す
。
自
宅
が
小
岩
な
の
で
、
王
子

か
ら
の
石
神
井
川
沿
い
の
新
緑
や

紅
葉
も
楽
し
め
ま
す
。
す
ぐ
側
に

は
湧
き
水
を
利
用
し
た
公
園
が

あ
っ
て
、
東
京
に
い
な
が
ら
森
林

の
中
で
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、気
に
入
っ
て
い
ま
す
。 

   
Dr.
：
医
者
と
い
う
の
は
患
者
さ
ん

に
育
て
ら
れ
る
も
の
。
医
者
と
し

て
重
要
な
の
は
、
相
手
の
痛
み
が

わ
か
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
話
が
で
き

る
か
ど
う
か
な
ん
で
す
。
帝
京
の

学
生
に
は
、
人
の
話
を
聞
い
て
、

他
人
に
共
感
で
き
る

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
あ

る
。
そ
こ
を
伸
ば
す

と
同
時
に
勉
強
も
一

生
懸
命
や
れ
ば
、
理
想

的
な
医
療
者
に
な
れ
る
は
ず
。

だ
か
ら
今
は
学
部
や
成
績
に
惑
わ
さ

れ
ず
、
色
ん
な
こ
と
を
経
験
し
て
自

分
の
幅
を
広
げ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
学
生
時
代
は
、

そ
れ
が
で
き
る
一

番
い
い
機
会
で

す
か
ら
ね
。 

杉本昌秀さん 
短所があるなら、長所でカバーすればいい。 
成功への道は、ラグビーが教えてくれた。 

 

芦屋ぎんなん株式会社 代表取締役 

　

餃
子
と
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
。
一

見
不
釣
り
合
い
に
見
え
る
双
方
の

業
界
で
、
ト
ッ
プ
に
登
り
つ
め
た

人
が
い
る
。
餃
子
の
「
芦
屋
ぎ
ん

な
ん
」・
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
の
「
芦

屋
タ
カ
ト
ラ
」
を
一
代
で
築
き
上

げ
た
杉
本
昌
秀
さ
ん
だ
。
彼
は
か

つ
て
、
中
学
か
ら
社
会
人
に
か
け

て
仲
間
と
ボ
ー
ル
を
追
い
続
け
た

ラ
ガ
ー
マ
ン
だ
っ
た
。
帝
京
大
学

で
の
自
分
を
こ
う
振
り
返
る
。 

 

「『
学
生
生
活
を
満
喫
し
よ
う
』

と
い
う
空
気
で
は
な
か
っ
た
。
関

東
対
抗
戦
で
勝
利
す
る
た
め
、
プ

ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
ラ
グ
ビ
ー
に
お

い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
毎
週

末
に
試
合
の
あ
る
ラ
グ
ビ
ー
よ
り

圧
倒
的
に
チ
ャ
ン
ス
が
少
な
い
、

半
年
に
一
度
の
期
末
試
験
の
緊
張

感
を
楽
し
ん
で
は
い
ま
し
た
ね
」。 

　

大
学
卒
業
後
は
、ア
パ
レ
ル
メ
ー

カ
ー
に
就
職
。
ラ
グ
ビ
ー
を
続
け

な
が
ら
仕
事
を
こ
な
し
た
。
順
風

満
帆
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
彼
は
あ

る
も
の
に
心
を
奪
わ
れ
た
。 

 「
先
輩
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ

た
餃
子
屋
で
、
そ
の
味
に
惚
れ
て
。

レ
シ
ピ
を
教
え
て
も
ら
お
う
と
し
た

け
ど
、
す
ぐ
に
は
無
理
で
し
た
」。 

　

諦
め
き
れ
ず
、
熱
心
に
店
に
通

い
続
け
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
「
お

前
、
会
社
辞
め
る
気
あ
る
か
？
」

と
い
う
大
将
の
言
葉
に
首
を
タ
テ

に
振
り
、
辞
表
を
提
出
。
カ
ウ
ン

タ
ー
6
席
の
餃
子
屋
を
開
き
、
し

ば
ら
く
は
毎
日
大
将
の
店
に
具
材

を
仕
入
れ
に
行
っ
た
。
よ
う
や
く

レ
シ
ピ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
の

は
、
開
店
か
ら
一
年
が
経
っ
た
頃
。 

 

「
会
社
を
辞
め
る
こ
と
＝
勇
気
が

い
る
、
っ
て
い
う
等
式
が
な
か
っ

た
。
こ
う
い
う
の
を
怖
い
モ
ノ
知

ら
ず
っ
て
い
う
ん
で
し
ょ
う
ね
」。 

　

さ
ら
に
餃
子
が
軌
道
に
乗
り
始

め
た
頃
、
甘
さ
控
え
め
で
上
品
な

味
の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
に
魅
了
さ

れ
た
。『
思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ
行

動
』
が
モ
ッ
ト
ー
の
彼
は
、
パ
テ

ィ
シ
エ
に
自
分
の
餃
子
の
味
を
確

か
め
て
も
ら
う
こ
と
で
レ
シ
ピ
の

享
受
に
成
功
し
た
。
そ
の
決
断
力

と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
の
根
源
は
一
体

何
だ
っ
た
の
か
。 

 

「
自
分
が
経
験
し
て
い
な
い
こ
と

を
商
売
に
し
よ
う
っ
て
い
う
人
は

少
な
い
で
し
ょ
。
無
謀
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
で
も
だ
か
ら
こ
そ
や
り

遂
げ
て
や
ろ
う
と
思
え
た
ん
で
す
」。 

　

全
て
の
点
数
が
70
点
で
あ
る
よ

り
は
、10
点
20
点
の
と
こ
ろ
が
あ
っ

て
も
2　
　

点
の
部
分
を
作
れ
ば

レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
れ
る
、
と
彼
は

言
う
。
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
を
見

極
め
、
そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め

元
々
自
信
の
あ
っ
た
自
分
の
味
覚

に
す
べ
て
を
か
け
て
き
た
。
ラ
グ

ビ
ー
か
ら
得
た
教
訓
が
、
そ
の
成

功
に
も
息
づ
い
て
い
る
。 

Masahide Sugimoto

帝京大学法学部法律学科 89
年卒。中学からラグビーを始め、
大阪工業大学高校時代に全国
優勝を経験。帝京大学では主
将を務める。89年ワールドに
入社。98年に退社し、99年に
餃子専門店の名前と同じ『芦
屋ぎんなん株式会社』を創業。 

西谷 肇 准教授  Hajime Nishiya

1982年東京大学臨床系大学
院卒業。帝京大学第二内科助
手を経て、2003年6月より現
職。日本感染症学会会員、日本
化学療法学会会員、日本環境
感染学会会員。 

帝京大学医学部内科学講座 
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文学部長の冲永教授（筆名：冲永宜司）

の著書「心の形而上学 ジェイムズ哲学と

その可能性」（創文社、2007年2月刊）が、日

本宗教学会の学術大会で2007年度日本

宗教学会賞を、日本倫理学会の大会総会

において平成19年度日本倫理学会和辻賞

をそれぞれ受賞した。

日本宗教学会賞、日本倫理学会
和辻賞に冲永荘八教授

Award

文学部史学科の岡部准教授が企画した「ジ

ャポニスムのテーブルウェア ̶ 西洋の食

卓を彩った“日本”̶ 」展、および同展図

録掲載論文「ジャポニスムのテーブルウェ

ア ̶ 19世紀末、欧米の食卓を彩った日本

の美意識̶」が第28回ジャポニスム学会

賞を受賞した。

第28回ジャポニスム学会賞に
岡部昌幸准教授

Award

帝京大学ラグビー部が関東大学ラグ

ビー対抗戦 Aで4位に入賞し、「第44回

全国大学ラグビーフットボール選手権

大会」への出場を決めた。2007年のスロ

ーガン「ENJOY」（EN= 作る、JOY＝

喜ぶ）を掲げ、誇りと栄冠を勝ち取る

べく試合に臨む。

全国大学ラグビーフットボール
選手権大会出場決定

Competition

10月26日、理工学部で「第1回帝京大

学理工学部プログラミングコンテスト

2007」が開催された。学外からもITの専

門家3名を審査員に迎え、自由なテーマ

で作られた13作品が審査された。優秀賞

は渋谷典明さん（情報科学科 4年）。応募

作品は高い評価を受けた。

帝京大学理工学部プログラミング
コンテスト2007開催

Contest

12月1日、八王子キャンパスにて帝京教

育会主催の研究交流集会が開催された。

学外からゲストをお招きしご講演いただ

くとともに、「社会に出て働くというこ

と」と題したシンポジウムも同時開催。

積極的に質問が飛び交い、大盛況のう

ちに幕を閉じた。

帝京教育会による研究集会
「社会に出て働くということ」

Event

帝京大学の名を背負って躍進し続ける学

生たちが、11月、八王子キャンパスで一

堂に会した。第一グラウンドでデモンス

トレーションを行った後、学生ラウンジ

にてそれぞれの試合結果を報告。参加し

た部員は互いの栄誉を称えあい、更なる

前進を誓いあった。

帝京大学強化クラブ
成績報告会

Association

理工学部バイオサイエンス学科長の横田

教授が、「国際植物調節物質学会第19回

大会」において最高の学会賞であるシル

バーメダルを受賞。植物成長ホルモン「ブ

ラシノステロイド」に関して先駆的な研

究成果をあげ、世界中の研究者を牽引し

て新しい研究領域を切り開いた。

国際植物調節物質学会の
最高賞に横田孝雄教授

Award

10月9～13日にBumB東京スポーツ文化

館で行われた「第1回FIPFAワールドカッ

プ 2007」に、経済学部経営学科の中坪勇

祐さんが、パワーチェアーフットボール（電

動車椅子サッカー）の日本代表として出場。

7カ国が参加する中、4位と健闘した。今

後の活躍にも期待したい。

FIPFAワールドカップ2007に
帝京大生が出場

Competition

理工学部情報科学科渡辺博芳准教授の研

究室の学生4人が、井戸端会議感覚でま

ちづくりを考えようと「宇都宮まちづく

りSNS」を立ち上げた。宇都宮の盛り上

げに一役買いたいと意気込んでいる。 

https://noah.ics.teikyo-u.ac.jp/miya/

※SNS… ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略

帝京大生が立ち上げ
「宇都宮まちづくりSNS※」

Project

11月から12月にかけて行われた空手部

とチアリーディング部の選手権では、

日頃の努力の成果によりたくさんの部

員が数々の優秀な成績を収めた。結果

は以下のとおり。

●空手道部 「第18回関東学生空手道体重

別選手権大会 （平成19年11月3日 於：慶應

義塾大学日吉記念館）」　男子65kg級 ベス

ト8 高橋一應（経済学部経済学科4年）/

男子70kg級 優勝 茂木宏文（経済学部経

済学科3年） 準優勝 滝川悟史（経済学部

経営学科2年）/ 男子75kg 級 優勝 豊間

根雷（経済学部経済学科1年） 第3位 徳

永雄大（経済学部経済学科3年）/ 男子

80kg級 ベスト8 松村健（経済学部経済学

科 3年） 同 香川忠介（経済学部経済学科

1年）/男子80kg 超級 優勝 野口真史（経

済学部経済学科 3年）/ 女子 53kg級 準

優勝 日高奈津美（文学部教育学科 2年）

ベスト8 岡本沙織（経済学部経営学科1年）

/ 女子60kg 超級 第3位 葛西美由紀（文

学部教育学科1年）

●空手道部 「第 51回全日本大学空手道選

手権大会 （平成19年11月23日 於：大阪市

中央体育館）」 男子団体形 準優勝 / 女子団

体形 優勝 / 男子団体組手 ベスト8/ 女子

団体組手 準優勝

●チアリーディング部 「第19回全日本

学生チアリーディング選手権大会 （平成

19年12月1～2日　於：国立代々木競技

場第一体育館）」  Division1 第 8位（参加

127チーム中）

空手部、チアリーディング部
選手権大会で優秀な成績

Workshop

2007年10月、11月に 3 回にわたって開

催された八王子キャンパスの秋の公開講

座は、198名の参加者を数えた。内容は、

法学部志方俊之教授による「大丈夫か、

日本の危機管理」ほか、企業戦略の講

義や模擬裁判など多岐にわたった。今後

の公開講座の内容にも期待が高まる。

2007秋の公開講座に
約200名の参加者

Workshop
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帝京大学医学部工藤雅治教授と新潟大

学の教授らによる研究グループは、ラット

に合成言語音を学習させ、2つの合成母

音を聞き分けさせることに成功した。

言語音認識の動物モデルができたこと

で、今後の研究の進展に期待がもてそ

うだ。

帝京大と新潟大、
ヒトの言語機能研究に一石

Research

 

9月に宇都宮キャンパスで開催された

「理工系進学体験イベント」。企業が参

加するロボットや模型展示のほか、実

験教室や熱気球への搭乗など、数多く

の体験型プログラムが人気の秘密。休

日のキャンパスは、高校生や地元の親

子連れなどでにぎわった。

理工系進学体験イベント、
大盛況に終わる

Event

 

11月に開催された「第13回島田学長杯争

奪英語弁論大会」に文学部国際文化学科 4

年の松本峰さんが出場。全国から応募され

た書類と録音テープの一次審査を経て、8

大学の代表者がスピーチを行った。出場大

学以外からも多くの教員、学生が参加し、

会場は賑やかな雰囲気に包まれた。

「第13回島田学長杯争奪英語
弁論大会」に帝京大生が出場

Contest

 

Editor’s Note

 

 

 

好きな言葉には、その人の人生観が表わ

れます。どう生きたいのか、どうありた

いのか。取材を通して、色々な方の“生

き方”に触れることができました。
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